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【足立区地域自立支援協議会 精神医療部会】会議議事録 

会 議 名 令和４年度 足立区地域自立支援協議会 第１回精神医療部会 

事 務 局 衛生部 中央本町地域・保健総合支援課 

開催年月日 令和４年８月１０日（水） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後３時４５分 

開 催 場 所 （オンライン開催） 

委 員 

出 席 者 

部会長 森澤 美穂 委 員 樺沢 えり 委 員 後藤 直弘 

委 員 小杉 信之 委 員 宮岸 侑加 委 員 久下 えみ子 

委 員 松岡 優子 委 員 内田 聖子 委 員 西村 健司 

委 員 名久井 昭吉 委 員 平賀 正司 委 員 花本 洋子 

委 員 田口 仁美 委 員 後藤 英樹   

委 員 

欠 席 者 
委 員 水口 千寿     

会 議 次 第 

１ 開会あいさつ 

２ 委員自己紹介 

３ 議事 

（１）精神医療部会の活動報告について（令和２年度及び３年度） 

（２）精神医療部会の活動計画について（令和４年度） 

（３）精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築にかかるワーキン

ググループ（ＷＧ）について 

（４）ＷＧでの検討結果について 

（５）今後のＷＧの活動について 

４ 事務連絡 

資 料 

 次第 

 資料１ 令和４年度足立区地域自立支援協議会精神医療部会委員名簿 

 資料２ 足立区地域自立支援協議会 精神医療部会活動報告書 

 資料３ 足立区地域自立支援協議会 精神医療部会活動計画書 

 資料４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（「にも包括」）の構

築にかかるワーキンググループの経緯について」 

 資料５・６・７ ＷＧ事例検討（省略） 

 資料８ ３回の事例検討を通して見えてきた地域の課題 

そ の 他 

司会・説明：高橋 公成（足立区中央本町地域・保健総合支援課精神保健係長） 

説明：田口 由香（足立区中央本町地域・保健総合支援課精神保健担当係長） 

公開状況：非公開（オンラインによる） 

様式第１号（第３条関係） 
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○高橋精神保健係長 

本日はオンラインとなりましたけれども、

ご出席いただき誠にありがとうございます。

私は本日の司会を務めます中央本町地域保

健総合支援課精神保健係の高橋と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

初めに開会の挨拶になります。挨拶は中

央本町地域保健総合支援課田口課長よりお

願いいたします。 

 

〇田口課長 

みなさんこんにちは。中央本町地域総合

支援課長の田口と申します。今日はＷＥＢ

での会議となりますが、皆様どうぞよろし

くお願いいたします。日頃から足立区の保

健福祉行政にご理解とご協力を賜りまして

誠にありがとうございます。今日は次第も

盛りだくさんでございますが、どうぞ円滑

に進められるように、ご協力のほどよろし

くお願いいたします。以上です。 

  

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして、

事務局より連絡事項になります。 

この会議における内容および発言者名な

どは議事録として後日足立区ホームページ

に公開いたします。その議事録作成のため、

本日は会議の様子を録音させていただいて

おります。本日ご発言をいただいた委員の

皆様には後日、議事録の原稿を送りして内

容の確認をしていただきますのであらかじ

めご了承ください。なお本日の会議は、準

備の都合上、傍聴者および各保健センター

のオブザーバーがおりません。この会議の

資料につきましては、先日、委員の皆様に

郵送等でお送りしております。また、会議

資料のデータは適宜ディスプレイでも提示

いたしますので、そちらも一緒にご確認く

ださい。 

では、次第の２番目となります。令和４

年度の精神医療部会の委員の御紹介をいた

します。資料１をご覧ください。順に一番

上からお名前をお呼びしますので、所属と

お名、そして簡単な自己紹介をお願いいた

します。１番目の部会長を務めていただい

ております森澤様、よろしくお願いします。 

 

〇森澤部会長 

皆様、よろしくお願いします。足立区精

神障がい者自立支援センターのセンター長

をしております森澤です。今年７月１日か

ら地活のふれんどりぃの方から就労系のＺ

ＩＰ、ＷＩＺの方に異動しましたが、セン

ター長としては今年度も務めさせていただ

きたいと思っております。今日はＷＥＢで

なかなか慣れないところなのですが、どう

ぞよろしくお願いいたします。以上です。 

 

〇高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして２

番目、樺沢様よろしくお願いします。 

 

〇樺沢委員 

お世話になっております。東京足立病院

医療福祉相談室の樺沢と申します。外来の

相談、あとは療養の入院患者様の対応等を

主に行っております。本日はどうぞよろし

くお願いいたします。以上です。 

 

〇高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして３

番目になります。後藤様、よろしくお願い

します。 

 

〇後藤（直）委員 
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大内病院の後藤です。よろしくお願いし

ます。自分は今現在、今年の６月から病棟

担当していた地域連携室の方から重度認知

症でデイケアのハナミズキに異動になって

今、相談員として活動しております。よろ

しくお願いします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。今、自己紹介

を皆様の方にお願いしておりますけれども、

発言の際、申し訳ございませんが皆様ビデ

オを作動していただければと思います。続

きまして、４番目になります。小杉様、よ

ろしくお願いいたします。 

 

〇小杉委員 

成仁病院の小杉と申します。聞こえてま

すでしょうか。どうぞよろしくお願いいた

します。私は成仁病院の中にあります計画

相談の事業所の成仁相談支援事業所で、主

任相談支援専門員をしております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして、

５番目になります。宮岸様、よろしくお願

いいたします。 

 

〇宮岸委員 

綾瀬病院の宮岸と申します。今年度から

相談員が３人体制となりまして。今までよ

りもう少し動きやすくなったかなと思って

おりますので、これからも皆さんどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして６

番目になります。久下様、よろしくお願い

いたします。 

久下様、すみません。音声不良になって

いるようですので、後ほど自己紹介をいた

だければと思います。続きまして７番目に

なります。松岡様、よろしくお願いいたし

ます。 

 

〇松岡委員 

等潤病院の松岡と申します。よろしくお

願いいたします。当院は精神科の標榜がご

ざいませんので、今回会議に初めて参加さ

せていただきましたが、いろいろと学ばせ

ていただきたいと思っております。よろし

くお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして、

８番目になります。内田様、お願いいたし

ます。 

 

〇内田委員 

ＮＰＯ法人クララの内田と申します。よ

ろしくお願いします。現在、グループホー

ムの世話人とあと計画相談の支援員を行っ

ております。本日はよろしくお願いします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして、

９番目、西村様よろしくお願いいたします。 

 

〇西村委員 

ピアサポーターの西村と申します。ふれ

んどりぃでピアサポーターをやっておりま

す。普段はＢ型の作業所を使って働いてお

ります。初めてですのでよろしくお願いし

ます。 

 

○高橋精神保健係長 
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ありがとうございました。続きまして 

１０番目になります。名久井様、よろしく

お願いいたします。 

 

名久井委員 

はい。足立区精神障害者家族会連合会の

名久井と申します。今日はよろしくお願い

します。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして 

１１番目になります。平賀様、よろしくお

願いいたします。 

 

〇平賀委員 

はい。精神健福祉センターの平賀です。

よろしくお願いします。今年も引き続き参

加させていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして 

１２番目になります。花本様、よろしくお

願いいたします。 

 

〇花本委員 

基幹地域包括支援センターの花本と申し

ます。今年度から参加させていただきます。

基幹地域包括支援センターは高齢者の総合

相談窓口を行っている足立区内に 25 か所

ある地域包括支援センターの基幹型の役割

と、あとは高齢者や障がい者の福祉サービ

スの苦情相談の窓口を担当しております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして 

１３番目の水口様ですけれども、本日都合

により欠席となっております。１４番目の

田口様、よろしくお願いします。 

 

〇田口課長 

はい。中央本町地域保健総合支援課長の

田口です。よろしくお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。続きまして 

１５番目になります。後藤様、よろしくお

願いいたします。 

 

〇後藤（英）委員 

はい。中部第一福祉課長の後藤です。足

立福祉事務所は６つの課がありますが、そ

のうちの一つとしまして、私が代表で参加

しています。よろしくお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

ありがとうございました。先ほど６番目

の久下様、音声が繋がらなかったのですけ

れども、改めてお呼びします。大丈夫でし

ょうか。繋がらないようですので申し訳ご

ざいません。また後ほどお呼びしますので

自己紹介等よろしくお願いいたします。 

当部会の委員について任期は２年となっ

ておりまして、今年度が改選の１年目とな

っております。今年度から１５名の新たな

体制で、部会を運営してまいります。 

ところで、昨年度、第二回の部会でお諮

りした通り、今年度から新たに２名の委員

が協議に加わっていただくことになりまし

た。改めまして等潤病院の松岡様、社会福

祉協議会包括支援課の花本様、どうぞよろ

しくお願いいたします。また、今年度より

新たに委員をお引き受けいただきました東

京足立病院の樺沢様、ピアサポーターの西

村様もどうぞよろしくお願いいたします。 
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続きまして次第の３番目から議事となり

ます。ここからは森澤部会長、議事進行に

ついてよろしくお願いいたします。 

 

〇森澤部会長 

改めまして皆様こんにちは。ここから議

事進行をさせていただきたいと思います。

森澤です。本日は、先ほどもお伝えさせて

いただきましたが、ＷＥＢでの会議という

こともあり、進行上で不慣れなところが

多々あるかと思いますが、皆様にご迷惑を

おかけすることが少なくなるように努めて

まいりたいと思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

それでは次第３番の精神医療部会の活動

報告について、高橋係長から説明の方お願

いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

はい。それでは精神医療部会の活動報告

について、精神保健係の高橋から報告いた

します。精神医療部会の現在までの動きに

ついて皆様にご理解いただくための説明に

なります。資料２をご覧ください。 

こちらの内容は昨年の２月に開催されま

した令和３年度足立地区地域自立支援協議

会、いわゆる本会において提示された令和

２年度および令和３年度の活動報告となり

ます。まず令和２年度の活動報告からご説

明しますが、こちらをお話する前に精神医

療部会についてお話しすると、平成３０年

度からこちらの部会が立ち上がっておりま

す。主に精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステムの構築について、こちらの部会

で協議および情報共有を図る目的で年２回

開催してまいりました。その令和２年度と

令和３年度の報告となります。 

まず、令和２年度ですけれども、第１回

は９月に開催いたしました。前年、台風 

１９号による大規模な水害が発生したとい

うことを踏まえまして、急遽テーマを大規

模水害に備えて今からできる取り組みとい

うことで、少しテーマを外れまして皆さん

と意見交換および情報共有を行ったところ

です。続きまして、第２回は１２月に開催

いたしました。こちらは、足立区で令和３

年度から本格実施となる措置入院者退院後

支援の実施について、先進自治体の文京区

の保健師を招きまして、措置入院者退院後

支援の情報をいただき、合わせて足立区の

取り組みについて皆さんにご説明した上で

様々なご意見をいただきました。 

続きまして裏面にまいります。令和３年

度になりますけれども、第１回は９月に開

催いたしました。このときは新型コロナウ

イルスの感染拡大ということもございまし

て、書面開催となっております。主なテー

マは精神障害にも対応した地域包括ケアシ

ステムの構築に向けた新規検討組織の立ち

上げについて、あとは次期部会委員の選出

について等を皆様にお諮りし、意見をいた

だきました。この結果、検討を機動的に進

めるためのワーキンググループ、略して、

にも包括ワーキングを立ち上げることにつ

いて、皆様から意見をいただいたところで

す。また、精神医療部会の新規部会委員に

ついて、精神科以外の医療関係者および介

護事業関係者を加えることについてご意見

をいただきました。こちらが今年度、新た

にお２人、参加していただくきっかけにな

ったところでございます。第２回は１２月

に開催いたしました。第１回で各委員から

いただいた意見をご紹介した上で、事務局

より、にも包括ワーキングの概要、あとは

このワーキングと精神医療部会との位置付

け。また昨年度、２回のワーキンググルー
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プを開催しておりますけれども、ここで検

討した地域アセスメントの内容説明を行い、

委員の皆様から概ね賛同をいただいており

ます。また、新規部会委員の選出について、

事務局に一任いただくということで了承を

いただきました。簡単ではございますが、

活動報告となります。 

 

〇森澤部会長 

はい。ありがとうございます。今の説明

について各委員から質問等ありますでしょ

うか。質問等があります方はミュートボタ

ン、ビデオ停止ボタンの右側にありますス

マイルマークの左の所を挙手の際にクリッ

クしていただけるとありがたいです。いか

がでしょうか。高橋係長、皆さんの挙手は

ないでしょうか。挙手はなさそうですね。

ありがとうございます。はい。わかりまし

た。では、質疑がないようなので以上でよ

ろしいでしょうか。 

続いて、次第の４番精神医療部会の活動

計画について、高橋係長から説明をお願い

いたします。 

 

○高橋精神保健係長 

はい。引き続き、令和４年度の精神医療

部会の活動計画について精神保健係の高橋

から説明いたします。資料の３をご覧くだ

さい。 

こちらの資料は、去る６月２日に行われ

ました足立区地域自立支援協議会の本会議

において提示した資料となっております。

精神医療部会の今年度の開催目的等を皆様

にお知らせいたします。まずこちらの精神

医療部会の重点課題ということで、引き続

き、精神障害にも対応した地域包括ケアシ

ステムの構築に向けた協議および情報共有

をしてまいります。今年度の予定ですけれ

ども、昨年度立ち上げましたにも包括ワー

キングから提示される事例検討内容を踏ま

えまして、地域ビジョン、地域の在るべき

姿に向けた協議および情報共有を行うとい

うことで本会の方に示しております。第１

回は本日になりますけれども、ワーキング

からの事例検討内容について協議をしてい

くということになっております。続きまし

て第２回は１２月を予定しております。こ

のあと、１２月に向けて引き続きワーキン

グを実施してまいりますけれども、そこで

出た事例検討内容についての協議、および

地域ビジョン、地域のあるべき姿の検討、

このような予定で計画を立てて提示してお

ります。説明は以上になります。 

 

〇森澤部会長 

はい。高橋係長ありがとうございます。

各委員の皆さんから何かご質問の方があり

ますでしょうか。ありましたら挙手ボタン

の方をしていただければと思います。事務

局の方からもありますでしょうか。高橋係

長。そちらの主催者側からも確認はできな

いでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 

○高橋精神保健係長 

はい。挙手はございません。 

 

〇森澤部会長 

はい。挙手の方はございません。ありが

とうございます。それではこちらの次第の

方の４番は以上でよろしいでしょうか。次

に進めさせていただきたいと思います。 

それでは次第の５番、精神障害にも対応

した地域包括ケアシステムの構築に係るワ

ーキンググループについて田口係長から説

明の方お願いいたします。 
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〇田口精神保健担当係長 

精神保健係田口です。よろしくお願いい

たします。私からは資料の４、精神障害に

も対応した地域包括ケアシステムの構築に

係るワーキンググループの経緯についてご

説明いたします。 

足立区では、この精神医療部会において、

平成３０年からにも包括、この構築に向け

て重ねてまいりました。令和３年度からは

厚生労働省が示しますにも包括の構築プロ

セスに基づいて、図の通りに検討を進めて

いくことになりました。まずは最初に当た

る地域アセスメントを行うにあたって具体

的に現状の把握、そして取り組むべき課題

の抽出を行うために、区内の地域移行支援

事業所を中心としたメンバーで構成するワ

ーキンググループを立ち上げたという経緯

がございます。先ほどの報告にもございま

したけれども、起ち上げた後の経過は下の

表をご覧ください。なお、ワーキンググル

ープですが、にも包括に関わる意見交換、

検討の場としてワーキンググループを位置

付け、そして精神医療部会は検討内容を協

議する場として２つは連動していくという

ところを昨年度の精神医療部会でも確認し

ていました。それが２ページ目です。資料

でいうと裏面になりますけれども、図１に

なります。２つは連動しながらにも包括の

構築に向けて進めていくという図になって

おります。 

戻っていただきまして、令和３年度はワ

ーキンググループを２回開催しまして構成

要素ごとに足立区の地域アセスメントを行

い、共通課題を整理いたしました。これが

裏面の２ページ目の図になっております。

この構成要素ですが、にも包括の構築に係

る検討会という国の検討会に提示された７

つの構成要素の一つひとつに照らして、足

立区の現状そして課題をワーキンググルー

プの中で洗い出して、その中の課題をこの

図の２のところに抽出しております。それ

ぞれの構成要素に関わる課題を全て見てみ

ます。全体的に見てみますと、共通する課

題があるというところを確認いたしました。

それが相互理解、そして人材育成という２

つの大きな課題があるというところを昨年

度確認したところです。そして、ワーキン

ググループとしてはこのあと、事例検討を

重ねることで、 人材育成と相互理解を深め

ていくという方向性に昨年度決まったとこ

ろでございます。 

令和４年度は経過表のように、にも包括

の構築のためにこの地域課題を確認しなが

ら、３回の事例検討を行いました。５月 

２５日、６月１０日、６月２０日と３回行

いました。事例検討ですが、野中式という

事例検討の方法を使わせていただきました。

野中式ですが、ご存じの方もいらっしゃる

かもしれませんけれども、日本精神障害者

リハビリテーション学会長などを歴任され、

もうお亡くなりになっていますが、野中武

先生が編み出した事例検討の方法であり、

とても参加者が事例に入りやすく、そして

事例提供者が攻められず、楽しく検討でき

る方式でございます。そのために３回、今

回もワーキンググループで行いましたが、

とても参加者の皆様からは楽しく参加がで

きた、チームで支えるような、考えられる

ような検討ができたという感想もいただい

ております。 ワーキンググループの経過に

ついては以上になります。森澤部会長お願

いします。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。今の田口係長の

説明について皆さんからご意見やご質問の
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方がありますでしょうか。挙手ボタンにて

お知らせください。大丈夫でしょうか。は

い。それでは次に、進めさせていただきた

いと思います。 

それでは次第６番になります、ワーキン

ググループでの検討結果について高橋係長

と田口係長よろしくお願いいたします。 

 

○高橋精神保健係長 

はい。それでは次第の６番目になります。

ワーキンググループでの検討結果について、

精神保健係の高橋から事例の説明をまずさ

せていただきます。今回、先ほど田口の方

から説明がございましたけれども、野中式

事例検討ということで初めてこの検討の方

式を用いて参加者の皆さんと検討しました。

皆さんの資料で言いますと、資料の５にな

ります。 

まず事例の一つ目になりますが、こちら

をご覧いただければと思います。こちらの

上の方ですね、ホワイトボード２枚を使い

まして、上の方がこれから私の説明すると

ころになります。今回、事例提供者にいろ

いろと説明をいただくのですけれども、野

中式の特徴として説明資料は最初から用意

しないということがございます。ですので、

ファシリテーターという進行役の方が事例

提供者に色々と訊いていきます。また、参

加者も色々と事例提供者に聞いていった結

果が、このホワイトボードに記載されてい

るというところです。これから私が説明す

るのはホワイトボードとは順不同になりま

すのが、ここのところをご了承いただけれ

ばと思います。 

 

（以下、個人情報保護のため削除） 

 

〇田口精神保健担当係長 

はい。続きまして田口の方から資料５の

２枚目。もう１枚目の事例検討②番という

ふうに書いてある資料の方の説明をいたし

ます。  

先ほど高橋の方から対象者ご本人の説明

があって、ご本人に他に提示できるサービ

スはなかったのだろうか、提示できる社会

資源がなかったのだろうかというところを

考えたのがこの写真の右側になります。検

討をしたメンバーの中からは、右の他に近

所のおばさんのような話せる存在があって

も良かったのではないか。ピアグループの

紹介もあっても良かったのではないかなど

などの色々な社会資源ツールの意見が出た

ところでした。いろいろな意見を踏まえて

写真左下、地域課題と書いてあるところで

すが、情報共有、活用の充実というところ

が、地域として少し課題があるのではない

か。そしてご本人がエネルギーを注げる場

は今あるのか。紹介はできたのか。そして

本人を理解してもらえる地域づくりが大事

だ。そして、人材育成という大きなテーマ

ですけれども、ここも大事だ。本人の悩み

とか問題を一緒に考えてくれるシステム。

これは相談事業所の方と一緒に考えてくれ

るシステムですね。これも欲しい。そして

メンバーを活用する仕組み、この事例検討

のメンバーを活用できる仕組みはないだろ

うか。そしてピアサポーターの動向ってい

うのも病院とか生活における動向っていう

のも、このあとできないか。というような

地域課題があがりました。一例目の事例の

ご報告は以上です。 

 

〇森澤部会長 

はい。ありがとうございました。今の一

事例目の報告について皆さんの方からご意

見ご質問等がありますでしょうか。なかな
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かＷＥＢなのでお話しづらい、対面と違っ

て質問しづらかったりすると思いますが、

ぜひこれからにも包括のことはワーキング

グループの中から出た課題を検討していく

場として、やはり何かご質問をそれぞれ話

していただければなと思いますが、いかが

でしょうか。ではちょっと１、２名、こち

らからお話振らせていただいてよろしいで

しょうか。一例目の方ですね。グループホ

ームに入られていらっしゃるというところ

でありますので、もしよろしければ内田委

員、すみません。グループホームから見た

地域のこと、今挙げられた課題について、

何かご意見とご感想がありましたら、如何

でしょうか。 

 

〇内田委員 

はい。お願いします。地域での課題とし

て、やはり生活する中でのいろいろな問題

というのが意外とその生活する場では見え

なかった部分が生活を通していろいろな課

題が出てくるというのが多くあるかなと思

っています。ただ一つひとつの支援者の方

たち、たくさんの支援者が今いらっしゃる

ので、その方たちと連携をとりながら、協

力して地域での暮らしをできるだけ長く継

続していけるような形で支えていけたらい

いなというふうに思っています。以上です。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。すみません。あ

とは今回ですね、地域の情報共有、活用の

充実というところで色々なことが課題とし

て挙げられていますが、そちらの方で日頃、

色々感じられること。こちら地域課題と書

いてある場面がありますけど、そこで皆さ

んが感じられていること等はございますで

しょうか。何かありましたらこんなことを

感じますというところで。はい、すみませ

ん。西村委員お願いします。 

 

〇西村委員 

ピアサポーターの西村です。このＭさん

の話を聞くと、自分と半分ぐらい被ってい

るところで共通した経験があります。この

入院、退院を繰り返してくる方も他にも、

何とかやりようがあったんじゃないかと思

うんです。例えば、地域の保健センターの

ところにピアサポーターの機能があった場

合、そこで一緒にお話したり、またそこに

来てくれることで外出の機会を作ったり、

さらにピアグループやふれんどりぃさんで

やっているようなことができたのではない

かなと思います。そこをやっていただける

と、僕もそうだったのですけど、家で何も

しなくて１人で鬱々としているような状態

っていうのから、ぱぁと景色が広がるとこ

ろが多く、あと、同じ病気の人がピアサポ

ーターで活躍しているっていうところを見

ることで自分も何かできるんじゃないだろ

うかとか、そういった感想を抱くこともあ

ります。まとめますと、地域にピアスタッ

フ、地活ですね、地域活動支援センターみ

たいな機能があったらよかったのかなと思

います。ふれんどりぃが足立区中にたくさ

んあるようなイメージ。そういうイメージ

を希望します。よろしくお願いします。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。貴重なご意見い

ただいてありがとうございました。ピアサ

ポーターの活動がもう少し、そういったや

はり地域課題を持続していく上で必要では

ないかと、またそういった地活ですね、ふ

れんどりぃのようなところが、もう少し数

があるとそこの地域課題の部分を補ってい
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くのではないかというご意見をいただきま

した。他に何かご意見の方ありますでしょ

うか。よろしいでしょうか。はい、すみま

せん。綾瀬病院の宮岸さんお願いいたしま

す。 

 

〇宮岸委員 

ちょっと話の趣旨と外れてしまうかもし

れないですけれども、当院でピアサポータ

ーの方々に退院支援プログラムに入ってい

ただこうと思っていて、今ちょっと、荒川

区の方と豊島区の方に関わっていただけた

らなということで動きがあるのですが、足

立区のふれんどりぃさんのピアサポーター

の方々がどんな活動をされていらっしゃる

のか。ちょっとコロナの関係で繋がってい

たところが途絶えてしまったところもある

ので、お伺いできたら今後役に立つかなと。

お聞かせいただけたらと思います。 

 

〇森澤部会長 

はい。ありがとうございます。ふれんど

りぃのことなので森澤の方が答えさせてい

ただきたいと思います。やはり昨年度まで

はコロナがありましてなかなか皆さんが活

動する機会を提供できなかったり病院によ

っては外部からの支援はちょっとなかなか、

今コロナの感染拡大で難しいという声をい

ただいていたりということがありましたの

で、昨年度までは少しそこがあって滞って

いたんですけれど、今年度はピアの活動を

もう一度見直しながら、少しずつ再開をし

ていこうという動きになっております。ピ

アサポーターの養成講座に関しても、今年

度はしっかりと感染予防対策をしながら行

いますし、それぞれの活動に関しても、今

後各病院等に今の需要がどんな形であるの

かというところを皆さんにアンケート等で

伺う形になるかと思うんですけど、そうい

った形をとりながらピアの皆さんの活動を

再度確認させていただいてマッチングを図

り、できる限り力を発揮できるような場を

作っていけたらなと思っております。また

ここもちょっといろいろと模索しながら他

区の情報等もいろいろと参考にさせていた

だきながら、より活動が皆さんの力になる

ような、また利用していただける方の力に

なるような形で広げていければなと思って

おります。答えになっているかわからない

んですけれども、よろしくお願いします。

また何かありますでしょうか。よろしいで

しょうか。はい、それでは次の事例に移ら

せていただきます。高橋係長よろしくお願

いいたします。 

 

〇高橋精神保健係長 

はい。ありがとうございます。続きまし

て第２回のワーキングの事例のご紹介をし

ていきます。皆様には資料６、こちらの上

の写真の部分になります。こちらについて

説明をしてまいります。今、ピアサポータ

ーのお話がありましたけれども、今回のワ

ーキンググループの１回から３回まで全て、

相談支援センターあらかわのピアサポータ

ーの方が入って一緒に検討を行っておりま

す。それを踏まえてお聞きいただければと

思います。 

 

（以下、個人情報保護のため削除） 

 

〇田口精神保健担当係長 

続きまして、田口からこの事例について

少し課題を挙げたものをご報告いたします。

本資料は資料６の事例検討②という資料に

なります。画面の左側については先ほど高

橋の方から報告いたしました。ご本人の特
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徴ですね。生真面目な頑張り屋さんでスト

イックな考えのところも少しあり。でも少

しずつ相談できる方が増えてきて、家族と

の関係も良好でというような特徴の方でし

た。その方が、本人が本人らしく地域で生

活するにはどんな社会資源があるかという

のを考えたのがホワイトボードの真ん中に

なります。自宅で若い女性のいわゆるお姉

さんのようなヘルパーさんと一緒にご飯を

作るっていうのはいいんじゃないか。ある

いは、運動のサークルを探すのはどうか。

ユーチューブで摂食障がいの人のグループ

あるいは体験談があるので、そういうのを

見るのもいいのではないか。とくにお母さ

んに見ていただければという意見。そして、

全国には拠点の病院がいくつかあるという

情報。摂食障がいの方のピアグループもあ

ります。あとは保健所のデイケアや思春期

のデイケアがありますが、竹の塚にあると

いう共有。そして訪問看護あるいは足立区

のこども家庭支援センターげんきの活用、

そしてパーソナルトレーナーというのはご

本人からボディビルダーになりたいという

言葉があったので、そういう意味でしっか

りご本人を支える、ご本人のことを理解し

ながら筋肉のことも、少し科学的根拠も踏

まえてトレーニングするというので、パー

ソナルトレーナーがいたらいいんじゃない

かというところ。そしてスクールカウンセ

ラーとか教育関係の支援も必要。そして保

健師の方に相談をというのもあるし、足立

区でも若者のワンストップサービスの方が

始まりましたが、こういう若者専門の相談

機関っていうのを利用してもという意見が

ありました。そして画面右側のところにあ

るものは、それを踏まえて地域の中の課題

をみんなで考えました。地域の中の相談の

場がご本人にはどんなところがあるのだろ

うか、そこをきちんと共有できるのか、そ

してこの方は子供と大人のいわゆる障がい

の方とは違う年齢の狭間があるというとこ

ろ、そして病院から地域にきちんと支援が

つないでいけるのかという繋ぎ目のこと。

教育の部分がやはりまだ必要ですので、教

育の分野の方からもご本人に近づいてきて

欲しいっていうところ。そして家族の支援、

そして思春期のピアというところの人材バ

ンクはどうなのか。情報の整理、相互理解、

こういう場所をどうやって作っていくのか

っていうような様々な足立区の地域の課題

が出たというのが２事例目でした。以上と

なります。 

 

〇森澤部会長 

はい。ありがとうございました。今の事

例について、皆様から何かご意見ご質問等

はありますでしょうか。いかがでしょうか。

なかなか若い方の支援というときに、地域

でいろいろな課題があってそこが狭間で、

なかなかうまく何処につないでいったらい

いかっていうところがありますが。大内病

院の後藤委員お願いいたします。 

 

〇後藤（直）委員 

大内病院の後藤です。よろしくお願いし

ます。自分も現在ではないんですけども、

病棟担当していたときにもっと年齢的には

上なんですけども、摂食障がいの方を担当

していたこともありましたけれども、やっ

ぱり専門的な治療がなされているのか。あ

とはどういうところに繋げていけるのかっ

ていうのはすごく難しいと感じていました。 

やっぱり、さらに１０代というところで、

実際にどこまでその地域に支援があるのか

っていうところ、いろいろ今挙げられた課

題とかを聞いて、あとは女性専用の相談窓
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口みたいな何かそういうところも繋げると、

ご本人やご家族にもいいのかなっていうふ

うに話を聞いていて感じました。すごく何

か難しい事例だなと思って、関係者の方々

は大変な思いしているんだなと思いました。

以上です。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。繋げるところが

難しいというところで、いろいろ窓口を繋

げていくために、またそういった情報共有

がやはり必要なんだなと改めて感じますが、

他の委員の皆様いかがでしょうか。何かご

意見ご感想等ありますでしょうか。質問も

受け付けます。いかがでしょうか。それで

は挙手がないので、今のこういった思春期

の方たちの支援のところでは平賀委員、す

みませんが精神保健福祉センターを中心に

どんなことが他に考えられるかというとこ

ろではいかがでしょうか。 

 

〇平賀委員 

はい。ご指名ありがとうございます。か

なりなんていうんですかね。ケースの方、

専門性が高いっていうか、年齢的にも子ど

もに近いですよね。学校との連携とか、そ

ういうところと教育関係との連携みたいな

ところもちょっと必要になると思いますし、

今いろいろお話があったような女性の関係

のところっていうのもあるかなっていうふ

うに思いながら聞いていました。ちょっと

伺っていただいた話とはずれてしまうかも

しれないですけど、先ほどのケースはやは

りにも包括を考えていく上ではすごく、な

んていうんですかね。考えやすかったり、

しっくりくるっていう感じであると思うん

ですけれども、中にはやっぱりこういうケ

ースがあってこういうケースをどうしてい

くのか、精神障害にも対応した包括システ

ムの中で、大きく考えるところでは、こう

いうケースもいるんだってことを改めて共

通認識として持ちながら、どんなところが

課題になってくるのかっていうことを考え

て、良いきっかけになるっていうか、そう

いうケースだなというふうに思って聞いて

いました。センターの事業としても、思春

期の相談事業はやっておりますので、例え

ば親御さんのグループであるとか親御さん

の相談のグループとか、あとはご本人がな

かなか引きこもって外に出られない方たち

のご本人の通うようなグループなんかもあ

りますので、そういったケースによっては

ご利用いただくという格好になるかなとい

うふうに思っております。以上です。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。他にご質問等あ

りませんでしょうか。はい。こういったケ

ースもあるということで二事例目を共有さ

せていただいて、また情報共有とかやはり

私達の方はしっかりとつないでいける力を

つけていくっていうことを、それを知り得

ていくということが大切なんだなと改めて

思わせられる、考えさせられる事例だと思

います。 

それでは次の事例に関して高橋係長よろ

しくお願いいたします。 

 

〇高橋精神保健係長 

はい。引き続きまして、にも包括ワーキン

グ第３回目の事例の紹介をしてまいります。 

 

（以下、個人情報保護のため削除） 

 

〇田口精神保健担当係長 

それでは田口から２枚目の資料です。画
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面の資料になります。この事例を通してで

すね。皆さんと検討のメンバーと、Ｙさん

の関わりがこれでよかったのか、どうやっ

て役割分担、連携をしていったら良かった

のかというところを洗い出したのが、画面

左側になります。全ての機関が集まるよう

な業種情報を共有する場があった方がよか

ったのではないか。Ｙさんが話しやすい人

をまず見つけてそれをその方を中心に情報

集めるっていう方法もあったのではないか。

そして、ご本人を入れた役割分担、ご本人

にも役割を何か持ってもらうことが必要で

はなかったか。相談支援、事業所に情報が

集まるシステムというものはできないだろ

うか。服薬なども含めた役割分担もあって

はいいのではないか。大変だったけどご本

人のことを知れるとても良い機会きっかけ

にはなった。ただ、何かあったときにすぐ

動ける関係づくりというのが今後も必要で

はないか。そして、ご本人と伴走するため

に自立生活援助、定期的な関わりですね、

こういうものでご本人の状況の変化などの

情報収集をしてもらう方法もあるのではな

いか。そしてピアサポーターとの関わりが

あるとスムーズに情報が共有できたのでは

ないか。安定していても情報共有というの

はすごく大事だったのではないか。これか

らも安定していてもそういうのは必要では

ないか、というのが挙がったのがこの左側

でした。これらを踏まえて、地域の課題、

どういうものがあるかを見たのが真ん中か

ら右側についての部分です。まずモニタリ

ングの頻度と書いてありますが、半年に１

回程度のモニタリング、ご本人の様子です

ね、なかなかご本人の病状の変化というの

がちょっとつかめなかったというのがある

ので、その頻度を少し変更できるといいの

ではないか。そしてホームヘルプの支給と

いうのが、アパートに引っ越してからすぐ

にホームヘルプが使えなかったというのが

ありますのでスムーズに支給ができたらよ

かったのではないか、支給期間の課題が挙

がりました。そして３つ目には、やはり顔

の見える関係づくり、情報ネットワークの

利用っていうやはりいろいろな関係機関が

集まるような顔の見える関係づくりが必要。

そして医療との繋がり方。そして年度替わ

りにどうしても担当者が変わってしまう。

この方の場合ですと、そういうこともあり

ますし、あとＢ型の作業所の引っ越しなど

のちょっとイレギュラーなことがあったの

で、そういう引き継ぎ方、繋ぎ方も必要。

そして、障がいから介護、65歳というこの

繋ぎ目ですね。ここの部分について、切り

変わるときの繋ぎ方を意識して支援者の方

も関わるべきだっていうところ。そして就

労移行、就労継続Ｂ型の特徴などいろんな

事業所もありますので、一覧表でわかると

情報共有がスムーズにできるのではないか。

そしてグループホームとか、どんどん事業

所が増えてくる足立区の現状がありますの

で、その情報はどこでどうまとめたらよい

のか。そしてご本人の病状がとても安定し

ているときでも、状況を共有する会議が必

要ではないか。保健所や福祉事務所との関

わり、あとは社会福祉協議会のあったかサ

ービスというような他のサービスも使える

ではないか。あとは休息の目的でショート

ステイなどを使っていただくのもいいけど、

足立区にはショートステイの使えるところ

が１ヶ所しかないという課題。そして上の

方にもいろんなサービスをどんどんつない

でいく仕組みというのが足立区ではまだ少

し足りないのではないかという課題、地域

課題の方があがりました。三事例目の地域

課題の抽出は以上ですが、この後、資料８
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のところに入って３つの事例をまとめたも

のがありますので、そちらの方を続けてご

説明をしたいと思います。資料８になりま

す。 

３回の事例検討を通して見えてきた地域

の課題というものをご覧いただければと思

います。１回目、２回目、３回目の先ほど

上がった地域の課題というもの、丸印の後

に全て書いてあります。第１回目では４０

代男性、地域移行２回利用の方の事例が上

がりました。画面共有できたでしょうか。

画面共有できていますか。はい。第１回目

では、このような７つの地域課題があがり

ました。ここで見えてきたキーワードとし

ては丸の中に書いてある情報の整理、情報

の共有という部分、そして顔の見える関係

を理解してもらえる地域、そしてピアの存

在というキーワードがこの中に入っており

ました。そして、第２回の事例です。１０

代女性の摂食障害の方の事例でした。この

方の地域の課題としては、８つの事例課題

が上がりました。年齢の狭間などが挙がっ

ております。この中からのキーワードを拾

ってみますと、やっぱり狭間、そしてピア

の存在、自分らしく生活する地域で生活す

るには本人の思いはどこにあるのか、分野

を超えた支援が必要ですというところ。そ

れから顔の見える関係、情報の整理という

キーワードが第２回の事例からは上がりま

した。３回目の事例です。６０代の後半の

男性です。２ヶ所のグループホーム利用の

後のアパート独り暮らしを始めた方でした。

この方の地域課題たくさんあがりましたけ

れども、この方に関してのキーワード、地

域課題のキーワードとしては、顔の見える

関係、他機関、多くの機関との連携そして

役割分担、狭間、それを繋ぐつなぎ、そし

て情報の整理、情報の共有というところ。

それからご本人の思いはどこにあるのか。

ピアの存在、こういうようなキーワードが

３事例目からは挙がりました。全ての３つ

の事例のキーワードを集めてみますと、共

通するものとして右側の四角のところに少

しまとめましたが、情報を活用するシステ

ム、そして顔の見える関係、本人中心のチ

ーム支援というものがどの事例を通しても

見えてきたワードになります。これは昨年

度、ワーキンググループで出てきた二つの

課題、相互理解に大きく繋がることですし、

そして、これを繋いでいくというか、相互

理解を深めていくと人材育成にもつながる

という部分では、やはり昨年度、２つの課

題を見つけた。ここはやはり大きく存在し

たというところをワーキングでは確認した

ところでした。はい。ちょっと長くなりま

したが以上となります。 

 

〇森澤部会長 

はい。ありがとうございました。今の三

事例目の報告について、また流れから資料

８について何か皆さんからご質問ご意見等

はありますでしょうか。はい。西村委員お

願いいたします。 

 

〇西村委員 

ピアサポーターの西村です。第３回の事

例で就労Ｂの特徴などが一覧でわかるよう

に言っていたんですけれども、私の考えで

言うと、計画相談。あれを利用している人

はあんまりいないんですけれども、計画相

談の方に入ってもらうことで、いい形の情

報なんかも結構集まるという話を聞いたこ

とがあります。また、本人に必要な社会資

源は何かっていうようなことも一緒に考え

てくれて、しかも顔の見える関係、価値観

の情報を伝えてくれるっていう大事な役割
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が計画相談であって、しかもできるんじゃ

ないかと思います。もう少し計画相談につ

いて認知が広がればいいなと考えています。

以上です。 

 

〇森澤部会長 

はい。ありがとうございます。今ある支

援の中で計画相談をうまく使っていくとい

う意見がありました。ありがとうございま

す。他に何か皆さんの方からご意見等あり

ますでしょうか。ワーキンググループに参

加されている方お１人、もし皆さんの質問

がなければと思いますが、樺沢委員いかが

でしょうか。ワーキンググループに参加し

ているというところでこういったまとめ、

地域課題が出ておりますが、何か感想あり

ましたらお願いします。 

 

〇樺沢委員 

はい。ありがとうございます。足立病院

の樺沢です。私の方でワーキンググループ

の方も３回参加させていただいて、やはり

その中で皆様が中心にしていただいた地域

課題というところの相互理解と人材育成を

するのがやはり課題として現場からも上が

っているので、やはり課題として矛盾しな

いというのが確認できたのと、あとは実際、

ワーキンググループで皆さん集まってワイ

ワイ事例をすることで、すごくいいアイデ

ィアがどんどん出てくる。皆さんで集まっ

て１つの事例を考えるっていうシステムが、

それが出来上がればにも包括というものが

どんどん出来上がってくるのかなというの

を実感します。以上です。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。みなさん集まっ

て事例を検討することでそこでまた顔の見

える関係性が築かれていくっていうことを、

確かにワーキンググループを通して感じる

ところでもあります。他に何か皆さんの方

からご質問等ありませんでしょうか。よろ

しいでしょうか。ではちょっと時間もあり

ますので次に説明移らせていただきたいと

思います。 

それでは次に、次第の７番、今後のワー

キンググループの活動について田口係長か

らよろしくお願いいたします 

 

〇田口精神保健担当係長 

はい。精神保健係田口です。それでは次

第の７番目、今後のワーキンググループの

活動について、精神保健係田口からお話し

ます。 

先ほど資料８でご報告したところですけ

れども、今年度３回のワーキンググループ

を行いました。それぞれの事前検討で地域

課題の抽出、そして共通の課題の抽出とい

うところもできたところです。今後、次回

１２月の部会までの間にワーキンググルー

プをまた３回ほど行いたいなというふうに

思っております。ですが、このあと引き続

きこの事例検討を重ねて、課題の抽出を続

けて行っていくのか、それとも今回の事例

検討を持って、次に地域ビジョンのあるべ

き姿というものを明らかにしていくような

作業に移った方がいいのかというのを現在

検討中です。このワーキンググループの進

め方について、委員の皆様からのご意見を

いただけると助かります。よろしくお願い

いたします。 

 

〇森澤部会長 

はい。今、田口係長からありました今後

のワーキンググループの進め方について、

皆さんの方から何かご意見等はありますで
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しょうか。いかがでしょうか。折角なので

何かご意見がありましたらと思いますが、

いかがでしょうか。挙手の方がないような

のでよろしければ平賀委員、申し訳ないの

ですがワーキンググループの今後の進め方

について何かご意見の方いただけますでし

ょうか。 

 

〇平賀委員 

はい。平賀ですけど、うちはワーキング

グループに小澤の方が参加させていただい

ています。小澤からもちょっとお話を聞き

ながら、去年ですかね、相互理解と人材育

成という課題が出て、今年はワーキング３

回、事例検討３回重ねてっていう形になっ

て、先ほどもお話がありましたけど、非常

にやっぱり顔が見える関係で、いろんな議

論が進んで実際の事例を通じて課題みたい

なものを抽出してくっていう作業に、枠組

みから考えていってというふうにするとな

かなかこう土台がないのに乗っけるみたい

な形になってしまうんですけど、事例を通

じてなので、実際の現場で何が起こってる

のかっていうのを検討して、かつ顔が見え

る関係を作ってという中では非常に有効な

やり方ではあるのかなというふうに思いま

す。せっかく少し抽出してきた課題もある

ので、例えばそれを同時に進めながら、い

くつかの、去年のですかね、７つの構成要

素に基づいて整理したような課題の中でこ

れをちょっと優先したらどうかっていうも

のをやって、ワーキングで出しながら１回

ごとがいいのかどうか、ちょっとその辺は

また議論が必要だと思いますけど、ただ全

くもう事例検討をやめますということでは

なくて、やはり時々は事例の検討をして、

また問題みたいなものを把握しながら、今

やっている方向ってこれでいいんだよねっ

ていうことを確認していくためにも、何か

両方を取り入れてけるというのかなという

ふうに思います。先ほど言ったような相互

理解、人材育成を具体的にどういうふうに

進めていくのかみたいな、地域の中で何を

やっていくのがいいのかっていう辺りをワ

ーキングの中でやられていったらいいのか

な、というふうにちょっと感じました。以

上です。 

 

〇森澤部会長 

ありがとうございます。事例検討も行い

つつ、いろいろと７つの構成要素に当ては

めて、出たものに優先順位を決めながら少

しずつ取り組んでいくという形でご意見を

いただきました。他の方のご意見はいかが

でしょうか。よろしいでしょうか。それで

は今、平賀委員にいただいたご意見等をま

た事務局の方でしっかりと構想を決めて進

めていただくということで、この場では今

のいただいたご意見で事務局でしっかりと

固めていただくそこにお任せするという形

でよろしいでしょうか。それでは皆さんの

ご意見が他にないというところで、事務局

の方にお任せしながら進めていっていただ

けたらと思っております。以上でよろしい

でしょうか。 

はい。それでは最後になります。本日は、

多くの有意義な意見をいただき皆様ありが

とうございました。議事はこれにて終了と

いたします。最後になりますが本日の部会

の検討内容については自立支援協議会本会

へ報告することとなっておりますが、報告

書のとりまとめについては、私と事務局で

進めさせていただきますのでご了承くださ

い。それでは事務局へマイクをお返ししま

す。よろしくお願いいたします。皆様あり

がとうございました。 
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〇高橋精神保健係長 

はい。森澤部会長ありがとうございまし

た。最初の自己紹介の部分で久下委員がう

まく繋がりませんでしたので、改めてお呼

びしたいと思いますけれども、久下委員大

丈夫でしょうか。 

 

〇久下委員 

大石記念の久下です。聞こえますか。す

みません。大石記念病院の久下です。いつ

もお世話になっております。ご挨拶が今に

なりました。３回、この事例検討をやられ

て、私もまた改めて勉強になりました。一

方、地域のことを、やはりちょっとここで

色々グループもたくさんあるし、そういう

意味ではその資源がこれだけとか、なんか

そういう資源について一辺整理するのもい

いのかなと私は思っています。よろしくお

願いします。以上です。 

 

〇高橋精神保健係長 

はい。久下委員ありがとうございました。

それでは、これにて精神医療部会は終了と

なるのですが、最後に事務局より、事務連

絡をさせていただきます。足立区地域自立

支援協議会本会の事務局である障がい福祉

センターあしすとより、謝礼の請求書類等

を郵送させていただいている委員の方がお

ります。本日、ご出席いただいた委員で謝

礼を請求される方は、期限までに本会の事

務局へ請求書等をご提出いただくようお願

いいたします。また、同じく本会の事務局

より、足立区地域自立支援協議会の目的、

機能という資料をお送りしております。本

日の部会では、この資料の説明を省略いた

しましたが、改めまして各委員で内容をご

確認いただくようお願いいたします。今回

の部会はこれで終了いたします。次回は、

１２月１２日月曜日の午後２時からを予定

しております。皆様にご出席いただけるよ

うにお願いいたします。私からは以上とな

ります。 

最後に皆様から連絡事項等ございますで

しょうか。連絡事項のある方、挙手いただ

ければと思います。はい。平賀委員。 

 

〇平賀委員 

すみません。連絡事項じゃないんですけ

どちょっとつけつけ加えて。さっき忘れて

しまったので一点だけ追加したいんですけ

どよろしいでしょうか。 

 

〇高橋精神保健部超 

はい。お願いいたします。 

 

〇平賀委員 

今日、二事例目が私は思春期の話という

切り口で切ってしまったんですけど、考え

てみたら、結構体の重症な方なので、身体

の問題っていうのがすごく絡んでくるなと

いうことと、三事例目はまさに高齢の問題

なので、今回の部会の方に新たに体のほう

の関係の方と包括の方とか参加していただ

いたということなので、より何かそういう

ところでまた議論ができていけばいいな、

なんていうふうにちょっと感じたので追加

だけしました。すみません。ありがとうご

ざいました。 

 

〇高橋精神保健係長 

はい。ありがとうございました。その他

皆様からありますでしょうか。連絡事項等

ないようでありましたら、以上を持ちまし

て、精神医療部会を終了いたします。本日

はご出席いただきましてありがとうござい
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ました。暑い日が続きますけれども、皆様

何卒ご自愛ください。順に退出をしていた

だければと思います。 

 

（了） 


